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放射線は目に見えません。しかし正しく認識し、対処すること
で過剰な心配や、無用な被ばくを避けることができます。放射
能対策室では定期的に、この Q ＆ A を連載していきます。

放射線に関する Q ＆ A

Q １　森林の放射性物質は、現在どこに存在して
いるのですか？
Ａ 1　落葉樹（サクラなど）と針葉樹（スギ、マ
ツなど）では放射性物質の付着の仕方が異なりま
す。福島第一原発事故当時、落葉樹には葉が付い
ていなかったため、放射性物質の一部は枝や幹に
付着しましたが、大部分は森林の土や落ち葉、落
ち枝などに付着しました。それに対して針葉樹で
は、3 ～ 4 年にかけて葉が生え変わるため、事故
当初は主に葉や枝に付着しましたが、その後徐々
に落ち葉と落ち枝、土へと移動しています。現在
では 90％以上が地表から 5 ㎝程度の深さまでに
とどまっていることが分かっています。
　放射性物質は土とくっつく性質があるため、水
中にはほとんど溶け出しません。
　また、風や砂ぼこりなどによる大気中への再舞
い上がりも現在ではほとんどないことがわかって
います。これらのことから、森林の放射性物質は
そこに留まり、生活圏へのセシウムの流入は少な
いことが予想されます。
　これだけ聞くと、森林に放射性物質が大量に溜
まっていると感じるかもしれません。実際に、福
島県内の森林で、登山や山菜・きのこ採り、渓流
釣りなどのレクリエーション活動を頻繁に行う際
の外部被ばく線量は、放射線が比較的高い場合で
も、相馬市を含む相双地方で年間 0.14 ミリシー
ベルトであるため、健康影響を考えるレベルでは
ないことが分かっています。（参照：環境省ホー
ムページ　森林の除染等について）
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監修＝相馬市健康対策
専門部会委員、相馬中
央病院医師
 坪倉正治
作成＝放射能対策室

●問い合わせ先　放射能対策室　☎ 37-2270

出典：▽環境省除染情報プラザホームページ▽ハンドブック「家のそばの森はどうやって除染するの？～森林除
染について～」▽環境省ホームページ

Ｑ２　樹木の伐採によって放射線量は下がります
か？
Ａ２　福島第一原発事故後、間伐（森林の木々
の一部を抜き伐る間引き作業）による空間線量の
変化が調べられました。間伐を行った場合、空間
線量はやや低下するものの（下図 8％程度）、あ
まり大きな変化は見られませんでした。放射性物
質の多くが枝や幹には存在せず、落ち葉や落ち枝、
土側にあるためです。この結果に基づき、相馬市
では樹木の伐採よりも落ち葉や落ち枝、土の除去
を重点的に行う方針としています。現在、市では
除染作業で落ち葉や落ち枝などの除去は行ってい
ますが、樹木の伐採は行っていません。


